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～ｉＣＳフォーラム、赤塚第三中学校・板橋第二中学校CS委員会特集～  

 7月22日(月)にiCSフォーラム(CS委員長会議)を開催し、対面とオンライン合せて130名以

上の方に参加していただきました。 

 今回は、iCSフォーラムの様子と、赤塚第三中学校、板橋第二中学校のCS委員会について紹

介します。 

 7月22日(月)に、CS委員、地域コーディネーター、学校教職員、保護者の方を対象に、iCS

フォーラム(CS委員長会議)を開催しました。今回は、「iCS導入から４年 ～自分と学校の現在

地～」をテーマに掲げ、講義とグループワークを通して、段階的にゴール地点まで進む道のり

と、自分自身と自校の現在地について確認しました。 

 第一部の講義は、一般社団法人共創プロジェクト代表理事 香月よう

子氏と、統括コーディネーター 白鳥円啓氏による対談方式で行われ、

iCSの取組についてお話いただきました。「地域として、学校のために

何をめざして活動しているのか、どうして活動しているのか」という

心の部分のお話と、「授業参観のポイント、学校経営方針を承認する

上での、めざす子ども像の共有について」などの、技の部分に関する

お話がありました。「難しく考えず、やれることからやってみてほし

い。活動している中で、子どもたちから学ぶことはたくさんある。お

互いに学び合える環境は、居場所づくりにも繋がる。」という言葉が

印象的でした。 

 第二部のグループワークでは、キックオフミーティングのチェックシートに基づいて、自分の

学校ができていること、これから伸ばしていきたいと思うこと、他の学校の取組について聞いて

みたいことなどを話し合いました。参加者からは、「目的や目標を具体化し、共有することの大

切さ、地域に委ねることの重要性を改めて確認でき

た。」「委員長との事前打合せが重要であることに気

が付けた。今回の講義での学びを自校のCS委員会で活

かしていきたい。」などの声があり、学校と地域がそ

れぞれの考えや役割について再確認する機会となりま

した。 

iCSフォーラムの講義をアーカイブ配信いたします。 

二次元コード先のリンクから12月31日までご覧いただけます。ぜひご覧ください！ 
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 赤塚第三中学校では、昨年度のCS委員会に生徒会役員が参加し、「地域へのボランティア」について

熟議をしました。その中で「町会の盆踊りの踊り手が足りない」という地域課題が話題となりました。今

年度、CS委員会と生徒会役員が中心となって中学生に盆踊りを知ってもらうため、町会の方が学校で踊

りを教えるのはどうかということになり、放課後に練習会を開催し、希望する生徒が参加することになり

ました。 

 練習会前の7月2日に開催されたCS委員会では、生徒会役員5名を交えた熟議が行われました。熟議で

は２つのグループに分かれ、「盆踊りの踊り手ボランティアについて」と「地域と協力できること、学校

が協力してもらいたいこと」についてそれぞれ話し合いました。 

 委員からは「子どもたちの前向きな話を直接聞けてよかった。子どもたちと向き合いながら、少しずつ

だがやることが見えてきた。」「中学生と地域が一緒にやることで、お互いに刺激になる。」といった意

見が出ました。 

 練習会は2回開催され、「板橋音頭」や赤塚地域の踊り「赤

塚よいとこ」など5曲を町会の方が教えてくれました。参加し

た生徒は「子どものころに盆踊りに行ったことはあるけれ

ど、踊ったのは初めて。」「踊りを覚えていくことが楽し

かった。」と、とても楽しんでいました。CS委員は「地域の

盆踊りを知ってもらえたことがよかった。これをきっかけに

子どもたちが盆踊りに来て、楽しかったよ、と他の子たちに

口コミで広がれば…。」と、盆踊りをきっかけに中学生と地

域がつながっていくことを期待しています。 

各学校に提出していただいたキックオフミーティングの振り返りシートより、「熟議で出た意見や考

えを可視化すること。」「議事録の作成を委員が行うこと。」という項目について、できていないと回

答した学校が多く、意見の可視化や熟議のまとめ方、議事録の作成について模索中の学校が多いことが

分かりました。 

「Padlet」という無料オンライン掲示板アプリを活用し、意見の可視化に役立てていた板橋第二中学校

の事例をご紹介いたします。 

 「公立中学校での服装・頭髪の指導について」という熟議のテーマに対して、各CS委員がアプリ上

で、「服装・頭髪の指導が必要である。」という方向の意見は白い付箋に、「必要でない。」という方

向の意見は黄色の付箋に自分の意見を書き込んでアップロードします。すると、電子黒板に映されてい

る共有画面に付箋が表示されます。一つひとつの意見をピックアップしながら話し合いを行っていまし

た。各自のスマートフォン端末から操作できるため、より気軽に意見を出すことができます。また、こ

のアプリでは、意見の可視

化に加えて、ボタン一つ

で熟議の内容を集約した

議事録も作成できます。 

 委員からは、「意見の

可視化ができることで、

話合いからまとめまで円

滑に進んだ。頭の中を整

理しながら熟議にのぞむ

ことができた。」という

声がありました。 

【議事録】 

【画面共有】 


